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局の動き�

「任意ＩＳＭコ－ド認証取得�
　　　制度説明会」を開催�
　去る５月２５日任意ＩＳＭコ－ド認
証取得制度制定に向けた説明会
を開催しました。�
　ＩＳＭコ－ド（船舶の安全航行及
び汚染防止のための国際管理コ
－ド）は、近年の大型海難事故原
因に占める人的要因の比率が高
いことから、こうした事故を防止す
るため、船舶だけでなく陸上部門
を含めた安全管理体制を構築し、
維持していくことを義務付けたも
ので、国際航海に従事する旅客
船等に強制化されています。�
　内航海運（国内航路）において
も荷主側などから、船舶の安全性
の確保及び海洋環境保護の目的
のため安全管理体制を確立させ
ることを内航海運事業者に要求し
ており、同等の認証を取得したい
との強い要望を受け、運輸省にお
いても強制化されていない内航船
舶について、任意によるＩＳＭコ－
ド認証付与制度を設けることにし
ました。�
　説明会は同制度の制定に先立
って、認証取得の概要、安全管理
体制の構築及び維持の方法、検
査体制等について、管内内航海
運事業者を対象に行いました。�

日本港湾協会技術賞、�
企画賞を受賞�

　日本港湾協会第72回通常総会が5月24
日那覇市民会館において、国会議員、運輸
省港湾局長を始め総勢1,000余名の出席の
下開催されました。�
　総会では、港湾行政一般報告、議案審議、
港湾功労者等表彰式が行われ、当局関係で
は、開発建設部が技術賞、那覇港湾空港工
事事務所及び大阪航空局那覇空港事務所
が企画賞をそれぞれ受賞しました。技術賞に
ついては、亜熱帯圏におけるサンゴ礁と港湾
との共生を図るため、10年余にわたり管内の
港湾区域を対象としたブロック等人工構造
物でのサンゴの生育状況に関する実態調査
及びサンゴの初期着生を促進させるための
表面加工実験等の様々な現地調査の実施
結果を基に、サンゴの着生、生育と環境条件
との関係を把握し、サンゴ礁の保全、創造、
利用の観点から港湾施設の配置計画、施設
設計及び施工技術を体系的に取りまとめ、サ
ンゴ礁の保全、創造に関わる世界で初めて
の技術マニュアル（案）として取りまとめたこ
とが評価されました。�
　また、企画賞については、新しい那覇空港
タ－ミナルの整備に関して受賞しました。近
年の航空需要の増加、本土線と離島線のタ
ーミナルが分離していたことによる利便性の
低さ等諸問題を解決すべく、新しい那覇空港
ターミナルが整備されました。整備に際して、
沖縄の玄関口である那覇空港の利用を妨げ
ることなく、狭い地域でのターミナル整備事
業を円滑に実施するため様々な工夫をしたほ
か、限られた敷地内でのフィンガー方式の採用、
出発階と到着階に分離したダブルデッキ方
式の道路の採用など利用者の利便性を最
重視した施設の配置設計がなされました。さ
らに、沖縄独自の素材である琉球石灰岩、壺
屋焼きの採用など沖縄らしい景観の整備に
も十分な配慮を行いました。その結果、空港
の利便性、安全性が飛躍的に高まり、さらに
沖縄らしい景観が整備されたことから、観光
立県沖縄の振興及びイメージアップに大きく
貢献したことが評価されたものです。�

�
羽地ダム湖水橋竣工�

　治水・利水の両目的を備えた多
目的ダムとして名護市の羽地大川
に建設中の羽地ダムにおいて、貯
水池を横断する湖水橋が完成し、
去る4月28日、現地において名護市
長を始め地元関係者等出席の下
竣工式が盛大に執り行われました。�
　本橋は、羽地ダム建設により水
没する名護市道の付け替え改良
工事の一部として平成9年6月に着
工された橋長200ｍのエクストラド
ーズドＰＣ橋であり、全国でも約10
件の施工例しかなく、九州・沖縄で
は初めての橋梁タイプとなります。�
　橋名は、本橋建設地の地名を取
り入れた「またきな大橋」と命名され、
斜材ケーブルには、羽地地域の歴史・
文化等の風土資産を活用した風
土工学的見地から「名護のさくら」
をイメージした色調を採用し、背後
の山 と々調和したものとなっています。�
　本橋を含む名護市道が一般供
用されると、国道58号から県道18
号線に通ずる東西の横断道路とし
て機能することになり、「またきな大
橋」が、羽地ダム周辺と一体となっ
た新しい観光地のシンボルとなるこ
とが多いに期待されます。�
�
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平成12年度 第9回�
応 募 要 領�

●対象／�「沖縄県内のみち」�

●応 募 規 定／�

●応募の方法／�

●応 募 締 切／�

●応募先及び／�
　問い合わせ先�

課題例�
●地域のコミュニティの場として人々がふれあうみち。�
●植栽や歩道等景観に配慮したみち。�
●トンネルや橋など風景にマッチしたみち。�
●歴史、文化を感じさせるみち。�
●祭り、イベント、行事等が行われているみち。�
●沖縄をイメージさせるみち、季節を感じさせるみち。�

○応募作品は、キャビネ版カラープリント又は白黒

プリントで、そのネガフィルム（ポジフィルム可）

を必ず同封して下さい。�

○応募資格は沖縄県内に在住する人を対象とし

ます。�

○応募枚数は1人5点迄とします。�

○1年以内に撮影した未発表の作品とします。�

○入賞作品とそのネガは返却しません。�

○入賞作品の版権は主催者に帰属し、広報用（カ

レンダー等）に活用させていただきます。�

応募票に題名、撮影場所、撮影年月日、作品の簡

単なコメント、撮影者の氏名、住所、電話番号、職

業等を明記し、作品の裏に貼り付けて下さい。�

※応募票は自作のものでも結構です。�

�

平成12年9月29日（金）　消印有効�

�

〒901-2122　沖縄県浦添市勢理客557番地1�

　　　　　　（トヨタマイカーセンター4階）�

「沖縄の道路」写真コンテスト係�
TEL.（098）879-2097

沖縄の道路�
写真コンテスト�

み      ち�


